富士表敬訪問感想　広島第2団　RS隊　門田圭吾

今回，富士スカウト，広島県代表として赤坂東邸への表敬訪問に参加させていただきました。2日間の，事前訓練と表敬訪問を通して富士スカウトの仲間も増え，とても楽しく，そして大変貴重な経験を得ることができました。今回はその経験について感想を述べます。

表敬訪問の前には，全国の表敬訪問対象者が集まり，事前訓練が行われました。事前訓練では，まず個人それぞれのプロジェクト内容の発表，宿泊施設などの説明が行われました。そのあと，基本動作などの訓練が始まりました。
基本動作の訓練は，今までで一番身の入った訓練となりました。礼の角度や，姿勢など普段気を付けられていないようなところもあり，改めて基本動作を学ぶきっかけになりました。特に，回れ右は私がやり方を今まで勘違いしていたのもあり，再度学べる大変いい機会になりました。
また，基本動作の訓練のなかでは，実際に親王殿下と話すときの練習もしました。プロジェクトの内容を簡潔に30秒ほどにまとめて話すのですが，本番を意識しすぎて，まともにしゃべれませんでした。訓練が終わった後，話す文章をメモ書きして，表敬訪問当日の朝に何度も見返したのを覚えています。施設も充実していて，事前訓練でできた仲間と，たまたま表敬訪問対象者に知人もおり，その人たちと楽しい時間を過ごしました。

事前訓練の翌日，表敬訪問本番がありました。
赤坂東邸につき，まずびっくりしたことは，床がとてもふかふかだったことです。
基本動作もしやすい環境でした。
挨拶が終わり，親王殿下との懇談に入ると，果物や飲み物が配られました。それをいただきながら待ち時間を過ごしたので，少し緊張がほぐれました。
時間がたち，私の番になり，プロジェクト内容を伝えました。前日練習したので，うまく伝えることができて安心しました。親王殿下は，プロジェクトの目的に対してご質問くださり，スカウト人口増加のためのプロジェクトと理解してくださいました。
大変貴重な体験でした。

終わりですが，この2日間の体験はとても楽しく，そしてかけがえのない体験となりました。いままで富士章をとるまでにサポートしてくださった，指導者の皆様，そして両親にも本当に感謝しております。今後もスカウト活動を頑張りますので，皆様，よろしくお願いします。
